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調査の概要  

今回の発掘調査はこの地域では初めての高殿の全面発掘となります。製鉄炉そのものは

すでに失われていましたが、類例のない特殊な平面形の高殿たたらであることがわかり、複

雑な地下構造、施設配置を確認しました。このことは高殿たたらの変遷を考えるうえで重要

な発見となりました。文献資料も残されている著名なたたら跡を全面調査することによっ

て、江の川流域のたたら製鉄と地域の歴史を具体的に考える貴重な資料を得ることができ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高殿の 3 類型 角田徳幸 2014「たたら吹き製鉄の成立と展開」角田徳幸より転載・一部改変 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左）近世たたらの地下構造 (右) 地下構造模型 ともに「和鋼博物館 総合案内」より転載 

桜谷鈩跡現地説明会資料 
 

令和５年 11月 3日 

島根県埋蔵文化財調査センター 

はじめに 

 島根県埋蔵文化財調査センターでは、国土交通省浜田河川国道事務所から委託を受けて、

江の川河川改修に伴う埋蔵文化財発掘調査を実施しています。今回は、桜谷鈩跡の現地説明

会を開催し、みなさまに調査成果をご覧いただきたいと思います。なお、調査にあたってご

理解、ご協力をいただきました地元の皆様や、国土交通省中国地方整備局浜田河川国道事務

所、江津市教育委員会を始めとする関係各機関の皆様方にあらためてお礼申し上げます。 

 

桜谷鈩跡の調査 

 桜谷鈩跡は、江戸時代から明治時代にかけ製鉄を行った「たたら跡」です。地元の庄屋で

文化人として知られる石田
い し だ

春
は る

律
の り

が経営し、江戸時代の古記録等に記載があるなど古くから

知られていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金鋳児社 

丸形 正方形 

長方形 

発掘調査箇所位置図 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 桜谷鈩跡の主要遺構（点線は高殿の輪郭線） 
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防湿・保温のための溝。もともと

は炭が敷き詰められていた。 
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粘土（製鉄炉の材料）置き場 

石垣 
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